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人工DNAを用いて金属イオンを並べる (米科学誌Scienceの2003年2月 21日 号掲載)

DNAは遺伝情報を司る生体高分子ですが、その分子構造を基に新しい機能性分子に作りかえることも
可能です。化学専31kの 生物無機化学研究室では、DNAの 核酸塩基を金属イオンに結合できる人工核酸塩
基に置き換えることによつて、水素結合の代わりに金属イオンと錯体を作ることにより塩基対を形成す
る二重らせん型人工DNAを合成することができました。最近、この金属錯体型人工DNAを 用いることによ
り、二重らせんの中心に磁性をもつ金属イオンを一次元強磁性的に配列化することに成功しました。

‐ 研究室探訪へつづく(16ページ)
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科
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理
学
部
長
の
任
期
を
終
え
て

佐
藤

勝
彦

経歴

平‐成 11-12年度、ビッグバン宇宙国際研究セ

ンター長。平成 11年度物理学専攻長、平成

12年度東京大学評議員。平成 1314年度理学

系研究科長・理学部長●専Flは 宇宙物理学・

宇宙論、インフレーション理論、超新星ニュー

トリノ等の研究

2001年の4月 に研究科長 ,学

部長に任ぜられて以来、ただがむ

しゃらに用務を勤めさせていただい

ておりましたが、あっという間に2

年が過ぎてしまいました。

ご承知のように、昨今大学の教育

研究体制に対する批判は強く、中で

も日本経済の不調の申で人の生活、

産業に直接寄与することが少ない基‐

礎科学の教育・研究を進める理学系

研究科・理学部をあたかも過去の遺

物、旧体制のシンボルのように見な

す論調も見られ、私たちは極めて厳

しい状況下にあります。

1就任以来、私が,いがけてまいりま

したことはこの状況に受け身的に対

応するのではなく、むしろ積極的に

攻めの姿勢で立ち向かい、自らの改

革を進めることでした。まず重要と

考えたことは、改革を始めるまず基

礎として理学系研究科・理学部が自

らのミッションを再認識し定義する

ことでした。いわば自らの団結綱領

である理学系研究科 。理学部憲章を

岩澤先生を中心とした将来計画委員

会に起草していただき、教授会で制

定して頂きました。この憲章を基礎

とし、 1)自 らを律する体制、 2)

社会への発信、3)国際化、特にア

ジア太平洋地域との交流、また 4)

男女共同参画等について具体的対応

を進めてまいりました。

1)に ついては毎年研究科内の

専攻・施設・センターの外部評価

を理学系研究科として進める体tlJを

将来計画委員会に作成して頂き、こ

れに基づき平成 13年度には天文専

攻 。天文教育研究センター、また平

成 14年度には生物化学専攻の評価

が行われました。また教務委員会を

中心として学生による授業評価も開

始されました。言うまでもなく後者

は単に教官の評価という以上に教

育の改善という大きな目的があり

ます。むろんこれらの評価はいくつ

かの専攻ではすでに専攻として実施

されていたものですが、研究科長名

による実施により評価はより透明性

の高いものとなったと言えるでしょ

う。 2)についてはまず理学部広報

委員会を発足させ、その第 1の課題

としてホームページの設計制作、そ

の維持体制の確立に取り組んで頂き

佐藤勝彦 (さ とうかつひこ)



ました。ゲラー委員長、またそれを

引き継いで頂いた浦辺先生を始めと

する広報委員会、また名取さんを始

めとするホームページを担当された

皆さんの献身的努力で、今やホーム

ページはまったく見違えるようにな

り、維持されるようになりました。

また一般市民や学生に理学の面白さ

を伝える公開講演会も始め、第一回

の講演会には遠山文部大臣にもご出

席 。挨拶頂きました。同じ時期に始

めた諮問委員会も、理学系の運営に

ついて広く社会から意見を求め、ま

た運営の透明性を高めるため、マス

コミ関係者、企業関係者などに委員

となって頂いています。 3)につい

ては、日本の大学が、世界に存在感

ある大学としてさらに発展して行 く

ためには、世界の大学、特に近隣の

アジア太平洋地域の大学との連携協

力が必要ですが、科学研究費の間接

経費を用いた国際シンポジウム、ス

クールの援助などを始めました。す

でに原子核分野でのスクール、オー

ス トラリア、アデ レー ド大学 との

ジョイン トセミナーなどが開催さ

れています。またスウェーデンの3

大学などとの大学問協定の締結を進

め、またソウル大学との相互授業料

免除協定を結ぶなど務めました。4)

の男女共同参画は国の大きな政策で

もありますが、理学系のさらなる発

展のためにも必要なこととして、岡

村先生を中心 としてパネルディス

カッションを開催するなど東大の

中でも早い時期に取 り組み始めまし

た。優れた女性が基礎科学の分野に

進学、また研究者として理学系研究

科のメンバーとなって頂 くならば、

理学系研究科の教育研究のパワー

は飛躍的に強化されるでしょう。現

在西原ワーキンググループ委員長を

中心としてアンケー ト調査など通じ

て、慎重に取り組みが進められてい

ます。

しかし、法人化を 1年後に控え、

研究科の運営体制など、今後進めな

ければならない課題が山積みである

ことは言うまでもありません。岡村

新研究科長を中心とした新執行部が

基礎科学の教育 。研究の組織として

ふさわしい制度設計を進められるこ

とと確信しております。

本部の法人化準備関連会議を始め

とする膨大な会議や事務連絡調整な

どに忙殺される2年間でしたが、こ

の時期に研究科長を務めさせて頂い

た最大の喜びは、小柴昌俊名誉教

授が 2002年のノーベル物理学賞を

受賞されたことでした。小柴先生の

ノーベル賞受賞はいかに東大の基礎

科学分野のレベルが高いことを示す

ものであり、その中核をなす理学系

研究科の誇 りでもあります。すぐ役

に立ちそうな応用分野ばかり重要と

する論調が強い昨今の状況の中で、

小柴先生はすでに新聞などを通じて

基礎科学の重要さを述べておられ

ますが、さらにマスコミ等を通じて

発信して頂けるものと思っておりま

す。また私は今、これに加えて、大

学を始めとする研究の体制、また国

の科学研究費配分の体制が トップダ

ウン的傾向を強めていることにたい

へん懸念を持っています。科学、特

に基礎科学の分野では研究者個人の

創意に基づ く多様な研究が行われ、

これらが互いに競争、影響を及ぼし

あうことで大きな成果が生まれてく

るものであり、天才的科学者といえ

ども他の多様な研究の成果なしに10

成果を上げることはできません。現

在私は文部科学省のいくつかの委員

会のメンバーも務めていますが、今

後ともこれらの委員会、またマスコ

ミなどを通 じて基礎科学の重要性、

ボ トムアップ的体制の重要性を訴

えていかねばならないと考えていま

す。

最後にな りますが、共に理学系

研究科の運営 。改革に取 り組んで

頂いた諸委員会の委員長メンバーの

言曇菖曇1』曇倉思言曇會事IIb
げます。また研究科長、執行部を支

えて頂きました研究科事務の皆様に

心から感謝申し上げます。三浦事務

長のリーダシップの下、極めて充実

した力量ある事務体制に支えていた

だきながら研究科長を務めることが

できたことを、この上もなく幸せで

あったと喜んでおります。ありがと

うございました。

―――一



小柴昌俊名 のスウェーデンでの

受賞式以降 行事の数々

誉
日
の

授

念

教

記

理学系研究科物理学専攻 素粒子物理研究センター 駒宮幸男

昨年 12月 10日 のスウェーデン

でのノーベル物理学賞受賞式以降の

記念式典の内、本学に深 く関係す

CLも のを取 り上げて御報告いたしま

す。

東京大学は暮れも押し迫った 12

月 26日 、東京大学主催の、小柴名

誉教授ノーベル物理学賞受賞記念祝

賀会をパレスホテルのローズルーム

にて盛大に催した。広渡副学長の司

会のもと、佐々木毅総長の歯切れの

よい演説で会は始まった。スウェー

デンでのノーベル賞授賞式の様子

が大スクリーンに映 し出される演

出もあった。小柴先生のシカゴ時代

からの友人である長倉三朗日本学士

院長は「ノーベル賞がわかる前に小

柴先生を学士院会員にすることを決

めていた」ことを強調された。遠山

敦子文部科学大臣が公務で遅れたた

め、一挙に有馬朗人元総長の乾杯と

なった。俳句を一句で乾杯かと思い

きや、参議院の答弁で培った弁舌が

さわやかすぎて 15分話されビール

が温まった。遠山大臣は対照的に短

い祝辞を述べられた。歓談と豪華な

ビュッフェの途中に、高エネルギー

加速器研究機構の菅原寛孝機構長が

職業柄、「小柴先生は加速器を用い

た素粒子実験も牽引されていたJこ

とを強調された。菅原寛孝機構長

は小柴先生に陽子崩壊の重要性を

託宣されたと聞く。小柴先生の旧制

▲ 小柴名誉教授のシカゴ時代からの友人である

長倉三朗日本学士院長
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大 学  ~
物理学賞受賞譲怠鵜

第一高等学校時代の友人の一人であ

る元日本銀行総裁の松下康雄氏の祝

辞のあと、Kamlokande実験のため

に 20イ ンチの光電子増倍管を開発

した浜松ホ トニクスの書間輝男社長

は、小柴先生に光電子増倍管の値段

を値切られた過程を述べられ、応用

などでなく基礎科学こそやるべきだ

と豪快に話された。 何 と言っても

ハイライ トは、小柴先生がフアンで

あると公言する由美かおるさんが組D}

束を持って現れたことである。小柴

先生は水戸黄門のコステュームで迎

え打った。この辺りの演出は、東京

大学の広報が如何にイマジネーショ

ンがあるかを見せつけるものであっ

た。硬軟相まった素晴らしい祝賀会

であった。

この前の週には、宇宙線研究所と

素粒子物理国際センターが主催した

祝賀会があった。不遜にも東京大学

の祝賀会の前に催したが、大意はな

く、日にちがなかっただけである。
●

明けて2003年 1月 16日 、理

学部一号館正面玄関前に新たに整備

された「小柴広場」で、東京大学の

幹部一同と小柴令夫人御列席のもと

小柴先生が研究成果のパネルの序幕

と「学問の木」楷の木の植樹をされ

た。 この楷の木は孔子廟に高弟が

植えたものの種子からバイオテクノ

ロジーによって育成したものである

(詳 しくは学内広報 2月 3日 を参照)。

小柴先生の不祥の弟子としては、こ

れを枯 らさないようにしていきた

ト
ー
月
１
６
日
の
植
樹
祭
に
て

（右
か
ら
　
佐
藤
研
究
科
長
、
小
柴
名
誉
教
授
、
小
柴
名
誉
教
授
夫
人
、
佐
々
木
総
長
）



い。植樹のあと、安田講堂において、

小柴昌俊東京大学名誉教授ノーベル

賞受賞記念学術講演会が催された。

大学も講義を休講にして|、 多くの学

生が参加出来るように配慮した。小

間副学長の司会で始まり、佐々木総

長は F総長在任中3回神岡を訪れ現

場で、基礎研究の重要性を感じた。

チャレンジングな研究ができる環境

を作りたい。自分の総長任期中にこ

ODよ うな忘れ難い思いをあと何回か

したい」と仰った。次いで小柴先生

のストーカーであると自認される蓮

賞重彦前総長は、「在任申に学生た

ちに何年か後にノーベル賞がくると

言つてきたが、小柴先生は私がでた

らめを言う総長でなかったことを証

明して下さり感謝している。今回の

賞は小柴先生が 60歳のときの業績

であり、年をとった者が何の理由で

大学に残っているのかという疑間を

払拭するものであり、嬉しい。」と

び
べられた。次いで小柴先生が―ス

ウェーデンでのノーベル賞講演を日

本語でゆっくりと平易に話された。

講演のあとで質疑応答の時間が設け

られ、学生から科学者の生き方など

の鋭い質問がでて、丁寧に答えられ

ていた。「小柴スクール」の番頭で

ある戸塚洋二高エネルギー加速器機

構次期長は、ニュー トリノ物理の将

来を語った。学術講演会には多くの

学生や教官が参加し盛況であった。

この他にも東京大学と朝日新聞が

主催する、小柴昌俊講演会が2月 2

日有楽町朝日ホールで開かれた。パ

ネルディスカッションでは、「アイ

ンシュタインの,般相対論は彼でな

くともつくり出せたが、モーツア

ル トの音楽は彼固有のものであり、

モーツアル トがアインシュタインよ

りも優れている」という小柴理論に

対して、ビアニストの遠1山慶子氏と

物理学者の武田暁氏が攻めあったの

が興味深かった。

今後も小柴先生は多忙な予定をこ

なしておいでになる。益々お元気で、

わが国の基礎科学のため、性格まで

丸くなることなく、仰りたい事をど

んどん仰つて頂きたいと考えます。

く

記
念
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ス タ イ ル・ 内容 が 変 わ りま した

大学院生によるインタビュー記事、「研究室探訪」はいかがでしたか?

シリーズとして続けていく予定です。

皆様の研究室にもインタビュアーが伺うかも知れません。

外部の方、OBの方に、異なる視点で書いていただく記事も、

引き続いて載せていきたいと思います。
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理学系研究科
原子核科学研究センター助手

＼_

10月 1日 付けで原子核科学研究

センターの助手に着任しました。私

は、卒業論文では高融点元素のレー

ザー核分光、修士課程ではスピン

交換型偏極ヘ リウム 3標的の開発

に携わり、博士課程では希土類元素

のレーザー分光を行って学位を取得

した後、理化学研究所では芳香族分

子を用いた偏極陽子団体標的の開発

に取 り組み、現在もこれを続けてい

ます。このように課程が変わるごと

にレーザーを用いた分光研究と偏極

標的の開発とを交互に行ってきたこ

とになります。今回は、わかりやす

い話を、とのことですので、この一

見して関連のなさそうな両者に共通

し私にとって最も馴染みの深いレー

ザー光 と超微細相互作用について、

その一端をご紹介 したいと思いま

す。

レーザー光は自然光には無い優れ

た特徴を持ち、その特性を生かして

さまざまな分野で応用されていま

す。CDやバーコー ドの読み取 りな

ど身近なところの他にも、例えば、

その干渉性の良さを利用 したレー

ザージャイロは旅客機が洋上で位置

を知るために使われていますし、指

向性の良さを活用して地球と月との

距離を測定することにも使われてい

ます。また、材料加工やレーザーメ

ス、さらには落雷の誘導に応用する

研究も進められています。私がこれ

までに行ってきた研究では、 レー

ザー光の最大の特徴である単色性の

良さを活用しています。多くのレー

ザーの発振する光は、そのスペクト

ル線幅が数百 kHzか ら数百 MHzの

範囲にあ りますが、これは例えば

数 MHzの線幅をもつ可視光の場召DI

にはその周波数 (数百 THり の実に

1億分の 1になります。この優れた

特性をもつレーザー光を原子核の研

究に応用しています。

ところで、原子核の励起状態のエ

ネルギーは少なくとも数十 kevで

あり、数 evの レーザー光のエネル

ギーと比べて一万倍以上も大きいた

めに、レーザー光では原子核に直接

影響を与えることができません。そ

こで登場するのが超微細相互作用で

す。この相互作用は、電子と原子
り

との間の電磁相互作用であり、レー

ザーという優れた道具が原子核とか

かわる多くの場面で顔を出します。

この相互作用が電子 (原子 )と 原子

核との間の橋渡しをしてくれるおか

げで、原子核の性質を原子準位 (励

起エネルギーは数 evlか ら知ること

ができたり、また、原子に与えた影

響を原子核に伝えたりすることがで

きます。

原子核の性質は、超微細相互作用

を通じて原子スペクトルに超微細構

＼
、＼
、〕

涌丼 崇志

経歴

東邦大学理学部物理学科卒業
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理学専攻博士課程単位取得の上退学
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造や同位体シフトとして反映されま

す。超微細構造には原子核の磁気双

極子モーメントや電気四極子モーメ

ントなどの情報が含まれており、そ

の情報から原子核の荷電分布の変形

などを知ることができます。また、

同位体シフトには核電荷半径の情報

が含まれています。超微細構造や同

位体シフトの大きさは、遷移エネル

ギーのおよそ 1000万分の 1と 非常

Chこ小さいのですが、単色性に優れた

レーザー光を用いることで精密に観

測することができます (図 1)。 こ

のように、レーザー光と超微細相互

作用のおかげで、エネルギーが何桁

も異なる原子のスペクトルから原子

核の基本的な物理量である電磁モー

メントや電荷半径を得ることができ

るのです。

レーザー光や超微細相互作用は、

我々が開発を行っている偏極陽子

団体標的でも重要な役割を演じて

います。原子核の偏極においては、

これを直接偏極させることが困難

なため、まずなんらかの方法で原

子を偏極させ、超微細相互作1用 を

通じて原子核に移行するという方

法を用います。従来の偏極陽子固

体標的では、原子偏極を得るため

に極低温 (～ l Kl、 高磁場申 (数 Tl

での熱偏極を利用していましたが、

我々のグループでは標的試料とし

て芳香族分子結晶を用いることで

レーザー光による原子偏極が可能

となり、より高温 (100K～常温 )、

低磁場 (～ 0.3 Tl中 で陽子を偏極

させることができます (図 2)。 この

手法で現在のところ、100K、 0.3T

ではおよそ 37%、 常温、03Tでは

1%程度の陽子偏極度が得られてい

ます。常温での偏極度は偏極標的と

しては小さいのですが、同じ条件下

での熱偏極度と比較して一万倍もの

大きさであり、その巨大な磁化は他

の分野にも十分応用できるのではな

いかと考えています。

最後になりますが、これまでの経

験を生かしつつ、レーザーという優

れた道具を活用してこの分野の発展

に貢献できればと考えております。

今後ともどうぞよろしくお願い致し

ます。

図2 偏極陽子団体標的装置

図中の右上は試料として用いるナフタレン結晶。この結晶にレーザー

光とマイクロ波を照射することで高温・低磁場中で陽子偏極が得られ

るため、偏極陽子標的を不安定核ビームに応用することができる。

側
澤
ポ
網

0                    5                    10

周波数 (GHz)

図 1 サマリウム原子 (Sm)の 680 nm遷移の蛍光スペクトリレ

単色性に優れたレーザー光のおかげで、遷移エネルギーの実

に 4400万分の 1の分解能で観測されている。このスペクトル

の解析から原子核の情報が得られる。
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理学系研究科天文学専攻助手

高橋 英則

経歴
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名古屋大学研究員

2002年 4月 ～ 2002年 11月

国立天文台研究員

2002年 12月 ～

東京大学天文学専攻助手 (現職)

申
,

め る

文学

2002年 12月 に天文学専攻へ着

任いたしました高橋です。ここ十数

年楽をして通学 。通勤をしてきたた

めに久しぶりの電車通勤にはなかな

力V贋れず、毎日黙々と通勤する世の

サラリーマンの方々には敬服させら

れるばかりです。

さて本題ですが、私の専門は赤外

線天文学です。と言うと非常に幅が

広いですが、これまでに名古屋大学、

国立天文台・天文機器開発実験セン

ターに在籍し、主に赤外線やサブミ

リ波観測用の機器開発を中心に、そ

れを用いた観測的研究を行って参 り

ました。そういう意味で研究スタイ

ルとしてはここ天文教室とは若干異

質な部分もあるかと思います。

現在 メイ ンに行 ってい るのは

2004年打ち上げ予定の赤外線天文

衛星 ASTRO Fの 開発です。多 くの

赤外線の波長帯は地上では観測でき

ないため、衛星等飛翔体による観測

が必要にな ります。ASTRO Fは 日

本で 2番目、世界的に見ても6番 目

の赤外線専用衛星で、20年前に打

ち上げられた赤外線天文衛星 IRAS

(Infrared Astronomical Satellite)

によって作 られ、現在 に至 るまで

天文学的な赤外線のデー タベース

となっている赤外線全天カタログ

に取って代わる最新のカタログを構

築するのが主目的です。この衛星の

目的はそれだけではなく、遠赤外線

(50～ 200ミ クロン)での分光観

測も行うことができる機能を有して

おり、私はそのための分光器 (フー

リエ分光器)の開発を担当していま

す。この分光器には可動部分 (分割

した二光束に光路差を与えて干渉さ

せるため、一方の光路長を変えるこ '

構)があるためにその開発には、打

ち上げ時の非常に大きな振動や、一

度打ち上げてしまうと不具合があっ

ても修理に行 くことができないと

いった衛星特有の困難が付きまとい

ます。また赤外線観測機器は自身か

らの熱放射をできるだけ低減するた

めに冷却 しなくてはいけません。特

に液体ヘリウム程度の極低温になる

と物性そのものが変化するためにそ

れも考慮 しなくてはいけません。こ

れらを克服した上で必要な性能を
崎

たせることが要求されます。そこで

私は頭を悩ませた結果、この駆動部

分に電磁力を利用した駆動力発生機

構と薄い板バネでその駆動軸を支え

た機構を開発しました (写真で私が

いじっているもの)。 現在開発の最

終段階であり、ほぼ要求仕様を満た

したものが完成し、観測装置全体と

しての性能評価を行っているところ

です。 (あ とは祈 1飛行安泰 .… )

また私が従事 している別のプロ

ジェク トとして、南米チリ・ アタ



カマ砂漠に設置されたサブミリ波

専用望遠鏡に搭載される観測機器の

開発もあります。このプロジェク

トはASTE(Atacama SubmilhmeteF

Telescope Experiment)と 呼ばれ、

2002年 から稼動を始めています。

この望遠鏡には 3色ボロメータと

呼ばれる観測装置があり、私はこの

装置を定常運用させるべく改良、性

能評価を行っています。 3色 とは

Gい つの周波数帯のことで 350GHz(

650GHム 850GHzに 対応 します。

サブミリ波帯も大気の熱放射が莫大

なノイズ源であったり、空気中の水

蒸気などにより天体からの光が吸収

されてしまうので、日本はもとより

世界中のほとんどどこでも観測を行

うことはできません。しかしながら

空気が薄く、乾燥しているところに

行けばわずかながら透過してくる周

波数帯があります (こ れを「大気の

窓」と呼びます)。 ちょうど前述の

電 :γ

=道

/胤 ∫

乾燥したところに行けば観測が可能

になるのです。私はボロメータの開

発に加え、さらにこの装置の前置光

学系としてこれまたフーリエ分光器

を搭載すべく立ち上げを行っていま

す。(両者に共通してフーリエ分光

器を用いる理由は広い波長 (周波数)

帯に渡って効率良く分光ができると

いうメリットがあるからです。)

これらの観測装置、特に分光器を

用いると以下のようなことができま

す。原子・分子に特有なスペクトル

線が観測でき、宇宙空間にどのよう

な物理状態の物質が、どのくらい、

どのように分布しているかがわかり

ます。また生まれたばかりの星や銀

河は多くのダスト (塵やゴミ)に取

り囲まれており、赤外線で非常に明

るく光っています。その連続スペク

トルを見ることで、 トータルとして

どのくらいのエネルギーがその天体

から放射されているかを知ることが

できます。さらには連続スペクトル

と線スペクトルを同時に観測できる

ので、赤方偏移した遠い天体がどの

距離にあるのか、と言ったことまで

知ることが可能になります。その他

にもこれらの装置を用いてできるこ

とは数多くありますが、それは今後

天文学的成果として論文などで発表

図 1 軌道上の ASTRO―F(もちろん想像図)

さすがに宇宙空間まで自分で行く事はできな

いので、打ち上げ前の完成度がとても重要 !心

配の種も多く、装置も心も非常に複雑。

していきたいと思います。

最後に、、、天文学、いや科学の基

礎となっているのは、誰も見たこと

のないものを見たい、知りたいとい

う好奇心にあると思います。そのた

めにはこれまでにない手法で物事を

見てみる、或いは新しい観測機器を

開発して観てみることが必要不可欠

です。自分自身物づくりを楽しんで

いる人間ですが、ここ天文教室では

さらに学生実験等を通じて若い人達

に物づくりの楽しさや天文学への重

要性・必要性を知ってもらうととも

に、自分で手掛けた装置によって新

しい物事を発見する喜びを一緒に感

じてもらえればいいな、と思ってい

ます。今後どうぞ宜しくお願いいた

します。

図2 口径 10mの ASTE望遠鏡

標高 4800m!の高地に設置されている。

この仕事を行う上でまず必要なのが体力強化。
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古典的モデル 物、酵母 :

そ の い魅

は じめまして。2002年 8月 16

日付けで本研究科生物化学専攻山本

研究室の助手に着任いたしました。

山本研究室では分裂酵母を一つのモ

デル系として有性生殖過程の制御機

構の解析を行っています。分裂酵母

は、もっとも単純な真核単細胞生物

のひとつです (図 1)。 この酵母を

モデル系として、より高等な生物、

あわよくばヒトの生命現象を解明す

ると言うのはやや思い上がった発想

のように思われるかもしれません。

実際、神経や発生など多細胞生物に

特有の事象を酵母において解析する

ことはできません。しかし、細胞単

位で起こる基本的な生命現象は酵母

からヒトまで広く保存されているこ

とが明らかになってきました。技術

的に扱いやすい酵母において解析

し、そこで明らかになった事象がヒ

トなどの高等生物でも保存されてい

るか確かめる、という戦略はこれま

でに多くの新規の知見をもたらして

きました。

私は山本研での大学院生時代、接

合因子受容体 Map3の 解析を行い

ました。分裂酵母の接合因子シグナ

ル伝達経路は、高等生物のがん遺伝

子 rasお よび代表的なシグナル伝達

経路の一つであるMAPキナーゼカ

スケー ドの相同遺伝子産物を含んで

います (図 2)。 当時の私にとって、

分裂酵母の接合・減数分裂の機構を

高等生物におけるシグナル伝達経路

と比較しつつ議論できることはたい

へん興味深く、また、遺伝学的に遺

伝子の上下関係を定義すると、それ

をそのままシグナル伝達の上流、下

流と対応させることが可能で、分子

遺伝学の有用性が強く印象に残 りまD‐

した。しかしその一方で、学部、修

士、博士過程の 6年間単細胞生物に

関わった後の正直な気持ちは
‖
もっ

と高等な生物を使ってみたい
‖
とい

うもので、最初のポス トドクでは哺

乳動物培養細胞を用いて細胞周期を

研究 しているスイスの Nigg研究室

を選びました。細胞周期の制御機構

の研究は 2001年のノーベル生理医

学賞の受賞対象となった分野で、ア

フリカツメガエルを材料とした生化

I墨雹靴 碗 鼈 種 』ト

アプローチを主軸にして発展しまし

た。そして細胞のがん化、および老

化との関わりから、哺乳動物培養細

胞を用いた系でも、数多くの精力的

な研究が進み今日の分子生物学の主

幹の一つを形づくっています。

マウスや ヒトの培養細胞は、酵

母に比べ、格段に細胞が大きく、タ

ンパク質の局在を観察 した り、顕

微操作を行うなどの細胞生物学に適

しています。また、細胞壁のある酵

理学系研究科生物化学専攻助手

田仲 加代子

経歴

東京大学理学部卒業。'95年、東京大

学大学院理学系研究科生物化学専攻

山本正幸教授のもとで理学博士取得。
19598年

、スイスの Ceneva大 学 の

Erich Nigg教 授のもとで博士研究員。
198」 02年、イギリスのManchestor大

学/Paterson研究所の Ian Hagan教授

のもとで博士研究員。 02年 8月 より生

物化学専攻山本研究室で助手を務める。
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母に比べ、細胞壁のない培養細胞は

細胞抽出液の調整など生化学的な操

作も比較的容易に行うことができま

す。そしてなにより、自分が扱って

いる遺伝子そのものが直接ヒトの生

命現象、例えばがん化や老化の制御

に関わっている可能性があるという

ことは、仕事を進める非常に大きな

原動力にな ります。Nigg研 で解析

したタンパク質のうちのいくつかは

嚇 ′心体とよばれる細胞内小器官に局

在 し、なんらかの形で細胞周期の制

御を行っていることが期待されまし

た。遺伝学を使うことのできない培

養細胞の系でも、抗体の顕微注入、

拮抗分子や阻害剤の導入、あるいは

近年では RNA干渉法によって、目

的の遺伝子機能を特異的に抑え、表

現型を観察することは不可能ではあ

りません。しかし、酵母の系で培わ

れ確立されてきた柔軟でエレガント

な分子遺伝学的な戦略、それによっ

くDて
注目している遺伝子の機能に関す

る新しいコンセプ トを提唱すること

も可能になる手法とは比べるべくも

ありません。

Nigg研 での仕事を通 じて興味を

持つようになった中心体 (酵母で

は紡錘極体)の機能解析をさらに

進めたいと思い、細胞周期の分裂期

開始機構を分裂酵母を用いて解析し

ているイギリスのマンチェスターの

Hagan研究室に移 りました。Hagan

研では紡錘極体に細胞周期依存的に

局在する poloキ ナーゼとその相互

作用細胞極体タンパク質 Cut1 2の

細胞周期における機能解析を行いま

した。分子遺伝学に加え、近年目ざ

ましく進歩 した細胞生物学的手法、

また、同調性よく細胞を培養できる

ことを生かした生化学的方法も行う

ことも可能な分裂酵母を用いると、

焦点を絞って問題を提起 し、多面的

にそれを解決する、という戦略をと

ることができ、培養細胞の系では味

わえなかった、わくわくするゲーム

に取り組むような気分を経験するこ

とができました。モデル仮説を立て、

それを検証する方法を考案し、実際

に確かめていく、という仕事の進め

方は分野にかかわらず、研究職にお

ける最も大きな醍醐味の一つだと感

じました。

最後に、Hagan研 で印象深いこ

とのひとつですが、奨学金の申請書

類をボスである Hagan博士に添削

してもらっていた時のこと、分裂酵

母の有用性について強調したフレー

ズ中に彼が
‖
power of genetics‖ と

いう言葉を挿入しました。これはま

さに酵母という系の魅力と潜在力を

端的にあらわしており、今後この利

点を生かしながら、好奇心を刺激で

きる研究を進めていきたいと思って

おります。
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図 1 分裂酵母の生活環

分裂酵母は富栄養条件下では通常一倍体細

胞として体細胞分裂により増殖する。栄養源

が枯渇すると、接合、減数分裂、胞子形成か

らなる有性生殖過程へと移行する。接合した

一倍体細胞 (接合子)をただちに富栄養条件

下へ戻し三倍体細胞として増殖させることも

可能である。三倍体は栄養源が枯渇すると接

合を経ず減数分裂を開始する。胞子は栄養環

境の回復に伴い発芽して増殖を再開する (写

真提供 :山下期博士)。

図2 分裂酵母のシグナル伝達経路と

MAPキ ナーゼカスケー ドの比較

分裂酵母の接合因子のシグナル伝達に必要

なタンパク質 Byr2/Ste8,Byr1/Ste l,Spklは

それぞれ MAPKKキ ナーゼ、MAPKキ ナー

ゼ、MAPキナーゼの相同タンパク質である。

byr1/ste l遺 伝子欠損株では MAPキ ナーゼ

Spklの 活性化が起きない。この遺伝学上の

上下関係はそのままキナーゼカスケー ドの上

流、下流に対応している。
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連載シリーズ「実験生物ものがたり」

実験生物ものがたり3

おサル

石田 貴文 (生物科学専攻 )

tishida@blol.s,u― to埼/0・ ac」 p

「ェー」、「ソノー」、「ウーン」…・

答えに窮して頭に手をやったりした

Cに とはありませんか?気まずい状

況、面接の時、想いを告白すると

き・・・髪の毛をいじったり、鼻を

こすつたり、身体がムズムズして掻

いたりしたことがあるでしょう。一

口で言ったらストレスを感じるとこ

のような動作が出ます。それでは写

真を見て下さい。一番上の人は

さておき、 2頭のニホンザルに

登場してもらいます。ニホンザ

ルは旧世界ザルのマカクという

グループに属し、ヒトから見る

私たちも同じ様なことを日常生活で

やっていることに思い当たりません

か ?

このように、我々ヒトのミラーサ

イ トとして類人猿やサルは、人類と

その進化を理解する上で欠かすこと

のできない生き物です。ヒトの比較

研究にはチンパンジーはもちろんで

すが、マカクにも利点があります。

1つは、ヒトに遠からず近からず

ということで差を見ることができま

す。また、マカクは多くの種に分化

し、広い地理的分布・生態学的地位

を占め、環境適応や遺伝的多様性の

比較研究に優れています。そして、

ヒトのモデル生物としてゲノ

ム研究、行動観察、社会研究だ

けでなく、色々な実験研究にも

用いられます。ヒトは遺伝的に

は多様性の少ない生物ですが、

色々なヒトがいます。多様性を

背景とした非純系の生物学の

担い手としてもマカクは重要です。

極端な擬人化やヒト中心の解釈は

危険ですが、私たちの隣人 (隣猿 ?)

は沢山のことを教えてくれます。み

なさんもストレスがかかったかなと

思ったら、動物園に行って隣人に会

ってきてはどうでしょう。

0と
チンバンジーと言った類人猿

よりも 1ま わり離れた霊長類の

仲間です。さて、 2頭のサルが出

会った後、ちょっとした諦いがあり

ました (こ れはス トレスです)。 サ

ル達は互いに距離をとります。そし

て、ボリボリと身体を掻くことをし

ます。このような動作は、評いのあ

と頻繁に、そして徐々に間隔が開き

やがて消えます。落ち着いた (あ る

いは落ち着きたい)サルは他のサル

の毛づ くろい (こ れはコミュニケー

ションの 1種です)を始めました。



研究室探訪 ― 第一回―

金属と生物材料でデザインする夢
～塩谷光彦教授 生物無機化学研究室)～

:藤井 山紀子 (生物科学専攻 博士課程2年 )

研究室訪問記・第 1回 目の今回は、化学専攻の塩谷研究室をお訪ねした。生命の設計図であるDNA、 その二重らせ

んの間に金属を入れたものをつくっているという。

金属をDNAに 入れる? どういうことだろう。どうしてそんなことを思いついたんだろう。それで、何ができるんだDl

ろう。ふだん、遺伝子の辞書としてしかDNAを 見ていなかった生物学者の卵が、人工DNAの 可育旨性に迫る。

(化学専攻
聞き手
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Jす るために

藤井 今日は、DNAと 金属という

取り合わせに興味をもってうかがっ

たのですが、そもそもいつ ごろか

らこのご引
:究をお始めになったので

しょうか。

1111ヽ  私はあちこちを転々としてい

まして、もともとは薬学部で、有機

●合成からスタートしたんです。その
後、広島大学で錯体化学、つまり金

属を含む分子を使って、なにか機能

性のものをみつけよう、という仕事

を始めました。そこの研究室ではも

ともと、金属を含む酵素の機能解析

を行っていたのですが、ある日、当

時のボスに呼ばれて、「お前、核酸

をやれ」と。それで、核酸をターゲッ

トにした仕事を始めました。具体的

に言うと、核酸を構成する 4つの塩

基、A(アデニン)、 T(チ ミン)、

●G(グアニン)、 C(シ トシン)を
選択的に認識できるような金属錯体

をつくるという仕事です。

そのあと、 1995年 に分子科学

研究所に移 り、完全に独立 しました

ので、少しテーマを変えようという

ことになりました。核酸というのは、

もともと5つの元素しかないわけで

すよね。そこに積極的に金属を取り

込ませたら、どういうふうになるだ

ろう、という興味を持って始めたわ

けです。

ですから、今の仕事を始めたのは、

1996年 ごろということになりま

すね。

藤井 ということは、基本的なご興

味は金属にあるのでしょうか ?

11.| というよりも、化学の究極的

なゴールというのは、周期表にある

元素をいかに自由に空間的に並べる

か、さらに時間軸において、いかに

自由にコントロールできるようにな

るかというところにつきるような気

がするんですね。これがひとつの大

きな目的になっています。

藤井 なるほど、元素を自由に操る。

に111 はい。ご存じのとおり、有機

合成という分野は歴史が深くて、「も

のをつくる」という観点からすると

かなり確立された、高いレベルにあ

ります。それにくらべて、金属イオ

ンを空間的にうまく配置するという

のは非常に難 しいんですね。

藤井 あ、そうだったんですか。

1古 1 金属というのはいくつか手を

もっていて、その手にいろいろな種

類の配位子を結合していますね。配

位子の呵■にはもちろん、有機物も含

まれます。これら配位子とのしっか

りした結合ができないと、金属の空

間的な酉己置はコントロールできない

わけです。そこで、ものをデザイン

することの得意な有機化学の手法を

うまく使って、金属の配列や、もし

くはもっと動的な性質をコン トロー

ルしようというのが、大きな枠での

目的になっています。つまり、無機

を制するには、有機を制しないとい

けないと考えたんですね。

藤井 それでは、利用できる有機物

は必ずしも核酸には限らないわけで

すね。

111: ここに絵があるんですが、金

属に結合するものとして、いろいろ

な官能基があ りますね。なかには

非常にシンプルな人工のものもあれ

ば、ペプチ ドとかDNAと か、天然

に存在するものもあるんです。そう

いったさまざまなものの中から目的

にあったものを選びだす、もしくは

組み合わせる、もしくは自分達で完

ワ
′
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全にデザインしてつくりあげる、と

いうことをいろいろやっているわけ

です。

藤井 そもそも機能的な分子をつく

ろうと思われるときというのは、あ

らかじめある程度、その機能と応用

というのは予測されているのでしょ

うか。

塩谷 結局、こちらの稚拙な考え

で想像できる程度のものしかできな

かったら、やっぱりおもしろくない

んですよね (笑 )

藤井 あ、そうですよね。

塩谷 ただ、どうなるのかまった

くわからないようなものをつくるの

は、非常にリスキーですから、ある

程度はこんな形にはなるだろうな、

ということを予想しながら始めま

す。しかし、その先に研究を進めて

いくときには、なにかおもしろいも

のが出てこないかな、ということを

いつも観察しています。

たとえばこの分子なのですが 、

丸いディスク状の有機物が 2枚向き

合って、金属が間にサンドイッチ型

になる。最初はその形しか考えてい

なかったんですよ。ディスク状の有

機物と金属を、ある一定の比率、た

とえば 2対 3の比で混ぜ合わせる

と、たしかにこの形が 100%でき

るんです。だけど、いろいろやって

いるうちに、ちょっと金属を増やし

て、混ぜる有機物と金属の比を 3対

4に してやったら、このようなプリ

ズム型の分子ができた。これはまっ

幸
ヤ

たく予想していなかった性質なんで

す。

藤井 おもしろいですね。

1尺:Aの
中に金属を並

塩谷 このように私たちは、生物が

つくったいろいろな材料をうまく組

み合わせて金属を並べるということ

をメインにやっていますが、今回、

DNAの まん中に金属を 5つ並べた

ものができたんです (表紙参照 )。

今までは、金属を自由にこういった

かたちで積み上げたり、並べたり、

とい うことはできなかったんです

ね。これだと、金属が 1つ入ったも

のもできるし、 2個も3個も4個も

全部できるんですよ。

藤井 もっ とた くさん並べ ること

は ?

塩谷 できるはずです。原理的には

同じことをリピートするだけですの

で 。

さて、ここまでは、ある程度デザ

インした通りの構造なんです。しか

し、私たちが予測できないのは、こ

のように金属を並べたものが、どの

ような性質を示すか ということで

す。金属が 1個のとき、つまり、勤
|

属そのものの性質というのは想像で

きるんですね。 2個 ぐらいの金属を

並べたものだったら、そのような研

究が少しありますから、まあ、少し

は予想できます。だけど金属が、 3

個、 4個、 5個になって、 10個 、

100個になっていったときにどの

ような挙動を示すようになるのか

Q力

フリッガ 動



は、ちよっと想像できないんですよ。

藤井 金属の挙動というと?

塩谷 たとえば今使っている銅イオ

ンの場合は、一個のスピン、要する

に磁石の性質をもっています。で、

その磁石が 2つ並ぶと、もちろん磁

石と磁石の相互作用が起こります。

ご存じだとは思うんですけども、強

く相互作用するとスピンとスピンが

カップリングして、ラジカルがなく
'aり

ますし、ゆるく結合すると、磁

石がおたがいの磁石の力を強めあう

ような性質がありますね。

藤井 はい。

塩谷 じゃ、 3つ並んだらどうか、

4つでは、という話になると、その

ような集合体の化学というのが今ま

でになかった。たとえば 15個つな

げたいとか、 20個つなげたいとい

うことができなかったんです。

藤井 並べる数をコントロールでき

なかった。

中
谷 ポリマーというものは、単量

体をザーッとつなげればできるんで

すが、反応を止めることができない

んですよ。 100個 とか 1000個

とかの単量体がつながるのですが、

それを900個 で止めたいと思って

も、止まらないんですね。いろいろ

な数の単量体がつながったものはで

きるかもしれないけれども、目的の

数だけつながったものを、 100%
の収率でとるということはできない

んです。けれども、今、私たちがやっ

ているような方法を使うと、 5個つ

ながったものをつくりたいときは、

100%5個 のものができるわけで

す。 10個のものがつくりたいとい

うときは、おそらく100%、 10
個つながったものができるというこ

とですね。

藤井 目的の金属を目的の数だけ、

100%並べることができるという

のはプト常に画期的ですね。そこから

新しい現象が発見できるかもしれな

いという意味で、とでも大きな可能

性をもっているわけですね。

|百『Tロユら
い

藤井 ところで、詳しく言うと、D

NAの どこに金属が入っているので

すか ?

塩谷 ご存じのようにDNAの 塩基

対というのは、水素結合がペアをつ

くっているわけですが、水素結合と

いうのは 1本の力が非常にゆるやか

で、ついたり離れたりしやすいです

ね。熱をかけたりするとすぐ離れて

しまいます。このど真ん中、水素結

合のところに金属を入れてみよう、

そ してつないでペアをつ くってや

ろうという発想です 。そうすると、

二重らせんの外側が絶縁体で、中に

金属がずらっと並ぶ。

藤井 電線みたいですね。

塩谷 まったくそのとおりです。私

たちは分子電線って呼んでるんです

が、これがほんとに電線として使え

たら、たぶん世界一細いでしょう。

藤井 そうか、一分子の電線になる

わけですね。実際に電気は通るんで

すか ?

塩谷 ああ、それはとでも調べたい

ことなんです。今、このDNAを も

う少し長くして、 2つの電極の間に

橋渡ししてやって、電流が流れるか

どうかを測定すると、そういうこと

ができる直前まで来ています。

藤井 それは楽 しみですね !

塩谷 このように、まずは一番重要

天然型 DNAの塩基対

c,≫〈inげ
金属錯体型 DNAの塩基対

迦 幸
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な水素結合の部分を金属の結合に変

えたものをつくったわけですが、二

重らせんのいわば背骨、リン酸ジエ

ステル結合の部分、これを金属に置

き換えることにも取り組んでいると

ころです。・

藤井 DNAの 背骨に金属がずらっ

と並ぶ。これもまたおもしろいです

ね。

塩谷 この分子にはまた別のおもし

ろい可能性があるんです。天然の 1

本鎖のDNAは、A・ T・ G・ Cの

4種類の塩基配列という情報をもっ

ていますね。この天然型 1本鎖DN
Aと 、金属と、そして人工DNAを

つくるもとになる小さな分子である

ビルディング・ブロックを混ぜてや

ると、天然型DNAをいわば鋳型と

して、金属を並べることができるか

もしれない。

藤井 DNAが もっている情報をも

とに、金属を並べかえるんですか。

これは、メッセンジャーRNAを鋳

型にして、アミノ酸を並べてタンパ

ク質をつくるということによく似て

いますね。アミノ酸の代わりに金属

を並べているみたい。

塩谷 まったくそのとおりですね。

鋳型にする天然型DNAの酉画Jは 自

由にコントロールできますから、塩

基配列という形で情報をインプット

してやる。そして、金属が並んでで

きた配列を情報としてアウトプット

できるようになれば、情報科学の方

にもつながっていく可能性がありま

す。

藤井 DNAコ ンピュータのような

ことでしょうか。

塩谷 金属イオン結合の可逆性を利

用すれば、さらに情報量を増やすこ

とができるのではないかと考えてい

ます。

たとえばアイソトニック飲料に入っ

ているようなナトリウムとかカリウ

ムみたいなイオンは瞬時に交換され

ますね。一方で、公害にも関係して

いる水銀やクロムといった、いった

んくっつくとなかなか離れないよう

なものもあります。するとたとえば、

最初に交換の速い金属を並べてやっ

て、その後に強く結合する金属を並

べてやるというような処理も可能に

なるかもしれません。

また、このように背骨のところに金

属が並んだDNAは 、かなり強固な

鋳型になりますから、これをもとに

して天然型のDNAが 複製できない

かとか、ほかにもいろいろな応用の

可育旨性があると思います。

分子電線とか、分子磁石とか、そ

ういった応用の可能性は結果として

出てくるとは思うのですが、大きな

目的というのは、さきほど言いまdD)
たように、いろんな人工のもの、天

然のものを使って、金属の配列、空

間と時間の制御をする、ということ

なんです。

1像言
と生物学とのつな

藤井 私は生物学の人間なので、や

はリバイオの方ではどのような切り

口があるかということが気になりま

0す。

塩谷 たとえばDNAに 金属で色

をつける、要するにラベルを入れる

マーカーになりますよね。それから、

DNAの熱安定性が変わります。金

属が 1つ入るだけで、とても安定に

なるんです。

藤井 どれくらい安定になるんです

か?

塩谷 たとえば 15塩基対のDNA
で、37度の熱を与えると2本鎖が

離れて 1本鎖になるものがあったと

しますね。これに1ケ所金属を入れ

苧



ます。そうすると、 50度 くらいの

熱を与えないと 1本鎖にならない。

藤井 へえ、たった 1個で !

塩谷 ええ、いくつか金属を入れ

ていけば、おそらくかな り高温で

も解離しないようなDNAが できる

でしょう。バイオの方面に興味があ

る人にとっては、こういった性質を

使って新しい見方や切り国ができる

のではないでしょうか。

← 井 医療の方面にも使えるかもし

れませんね。

塩谷 うちの研究室には、かなリバ

イオよりの研究をしている学生もい

ます。任意の塩基配列のDNAを つ

くるには、DNA自 動合成機という

ものを使うんですが、長さがかなり

限られていて、 100個 も塩基を並

べるとヘタっちゃうんですよ。この

方法では、天然のDNAの ような長

いDNAは できないんです。そこで

何を考えたかというと、今回できた

1曜
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てやる。そうすると、勝手にどんど

んDNAど うしがくっついて、長い

ものができてしまう。

藤井 そうか、長い人工DNAを つ

くりたいと思えば、DNAを つなぐ

酵素と短いDNAを 混ぜればいいん

ですね。酵素という、生物がつくっ

た材料を利用してやる。

塩谷 そういうことです。もしバイ

オの方をやっていなければ、こうい

う発想はできなかったと思います。

長い人工DNAが できたら、その構

造や性質を調べるとか、それこそ電

線として並べてみようとか、今度は

材料科学の方へ行けるんです。いろ

いろなことをやっていると、そのう

ちあちこちでつながっていくような

気がしています。

1新 しい分子 のつ くりかた

藤井 私は合成のことはさっぱり

わからないんですけれど、こういう

まったく新しい分子をつくろうとい

うときは、参考にするようなレシピ

というかプロトコールというのは、

全然ないんですよね。

塩谷 ええ、もちろんゼロから始め

るわけですね。最初に、人工DNA
のもとになる小さなプロック、ビル

ディング・ブロックをつくるところ

から始めました。まず、A4-枚
くらいの紙に合成ルートを書くんで

す。で、それを見ながら「うん、ま

あ2週間でできるねJなんて言って

始めるわけです。そうすると、 3年

かかるんですよ (笑 )

藤井 (笑)う ―ん、やっぱりそう

いうものなのですか。

塩谷 思ったとおりにはいかないん

ですよね。どうしよう、こうしよう、

といろいろ条件を変えてみたりし

て、ものすごく時間がかかりました。

藤井 すると、最初にこういう分子

をつくってみよう、と思い立たれて

から、実際に金属の入った人工DN

Aができるまでには、いったいどれ

くらい時間がかかったことになるの

でしょうか。

塩谷 思いついたのが 96年で、ビ

ルディング・ブロックができたとい

う最初の論文が出たのは 99年。そ

のあと、 DNAの 間に金属を 1ケ

所入れられるとい う論文が出たの

が、実は去年なんです。つまり7年

かかってるんですね。 これができ

てからは、別のタイプの金属が入っ

たという論文、それから、同じタイ

プの金属が 5個並んだという今回の

Science誌の論文、というように続

いています。

藤井 なるほど。突破国ができるま

でには、かなり時間がかかったわけ

ですね。でも、その先のさまざまな

可能性を開拓していく夢があるから

こそ、楽しいのでしょうか。

塩谷 そうですね。

どんな研究でもそうだと思うんで

すけど、最初に研究のテーマを設定

したときに、こうなりそうだなと予

測がつくことと、その先はわからな

いなということの比率ってあります

ね。二番煎じ的、というとヘンです

けども、人の後を追っかけてるよ

うな仕事だと、 9割 くらいがこうな

るだろうと予測のつく研究になるで

しょう。けれども、私たちの研究っ

ていうのはまった くゼロからのス

ター トで、このような考え方で金属

を並べたというのは世界でも初めて

なんです。そのあとをアメリカのグ
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ループが追っかけてるって形になっ

ている。こういう仕事だと、予測の

つくところは 1割 くらいで、 9割 く

らいはわかんないところがあるわけ

です。この比率は、あまり片方が小

さすぎても問題なんですが、適当な

バランスのところで研究テーマを設

定すると、やつている人がいちばん

楽しいんじゃないかなと思います。

いつも何やってもうまくいかない

と、学生も元気なくなっちゃうんで

(笑 )。

藤井 それはそうですよね (笑)

塩谷 結果が出てきそうだな、と思

いながら少しずつ進んでいける、と

いうようなバランスが大事だと思い

ながらやっています。

理墓ダ「
髪理ヨ
グ 1逐

嶺
濃
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1今用r分
子はストレス

藤井 私はとても奇妙なバクテリア

と、それに感染するウィルスの性質

を解析してるんですが、予測がつく

ところと、さつぱりわからないとこ

ろのバランスを考えると、わからな

いところが実に大きいんです (笑 )。

塩谷 今、うちの研究室では、バイ

オロジカルな方面にも取り組んでい

ますが、出てくる結果からは、やっ

ぱり原子レベルの話のような情報が

得られないんです。ある意味でおお

ざっぱな結果しか出てこない。

藤井 私のウィルスにしても、もの

すごくたくさんの原子や分子が複雑

に集まってできているわけですもの

，

・
シ

ね。小さいと思っていたけど、銅イ

オンよりはむちゃくちゃ大きい。

塩谷 結果は出るんですけども、

ほんとに詳しいところというのは

90%以上わからないんです。そう

すると、僕たちの研究の進め方か

らすると、すごくストレスがたまる

(笑 )。

バイオの方へいけばいくほど、わ

からないこと、気にかかることが多

くなる。これはたぶん、最初からつ

物をやってる人と、化学から生物に

行った人では、そのへんのイメージ

が違うかもしれませんね。

藤井 う―ん、違いますね。

塩谷 こう言ったら失礼になるかも

しれないですが、生物をやっている

方が原子レベル、分子レベルの間

題をふだん意識されているかという

と・ 00

藤井 少なくとも私はあまりしてい

ないかもしれません。現象の大まか

[ょ :『

だけを見ているような気が0
塩谷 それはしょうがないと思うん

ですよね。だからと言って、化学の

人がそれをなんとか解決できるかと

いうと、できないですから。でも最

近、例のノーベル賞の田中さんのお

仕事にもあるように、タンパク質と

いったかなり大きな分子も化学の対

象になりつつありますね。これは私

たちにとっても非常にうれしいこと

です。

藤井 なるほど、扱うものの分子量

―
_



が大きくなればなるほど、現象が複

雑になってス トレスがたまる。その

ス トレスを・・・

塩谷 ええ、少し解消することにな

るきっかけになるのではないかと。

少なくとも、今から研究をスター ト

しようという人は、ス トレスがかな

り軽減された状況から始められるよ

うになっていると思います。

思わず「ウワーッ」 と

声が出てしまうこと

藤井 お話をうかがう前は、人工D

NAというのはかなり応用的色彩の

強い研究だと思っていたのですが、

金属を配列するということ、物性と

いうものへの興味に立った、まさに

基礎理学から出発 しているご研究だ

ということがわかってきました。

ところで、私も理学としての生物

学を、つまり、農業や医療に応用で

伊
ることにすぐには目的をおかない

で、「おもしろい現象」の仕組みを

追求していくということをやってい

ます。こういった基礎研究というの

はしばしば「じゃあ、それがわかっ

て何になるんだ」ということが問題

にされますね。

塩谷 それは非常に難しい質問です

よね。いろんな雑誌の対談などでは

よく、そういったことが聞かれます

ね (笑 )

藤井 ええ (笑 )。 もちろん私は、

本質的におもしろいことであれば、

それはいつか、さまざまな分野で

役に立つはずだと信じているんです

が、先生なら、この究極の質問に対

して、どのようにお答えになります

か ?

塩谷 そうですね 。・・。ほんとう

に基本的な、本質的な事象、あるい

は物性というようなものが発見され

たときは、それが実際、何の役に立

つのかわかるまでには時間がかかる

ケースもあると思います。 しかし、

真にすぐれた科学者であれば、発見

した時点でいろいろ想像しているは

ずですよね。その波及効果はとても

大きいと思います。

ところで、大学 とい うところに

はもちろん、学生さんがいるわけで

す。化合物はいっぺん作ってしまえ

ばずっとス トックできますけれど、

学生さんは 2年か 3年か、とにかく

一時的にしかいません。その間に、

科学者としてのスター トラインに立

てるように訓練するんですね。その

ときに、ただ応用だけに携わってい

くのと、役に立つかどうかはわから

ないけれども、何かワクワクするよ

うなことを体験 して社会に出ていく

のとどっちがいいかって言ったら、

やっぱり後者のような気もするんで

す。それがほんとに役に立つかどう

かというのは、研究室のボスが方向

性をコントロールすればいいことで

あって (笑 )

藤井 ふむふむ (笑 )

塩谷 学生さんはほんとうに短期間

しかいないわけですから、その間に

ほん とうにおもしろいこと、 うま

くいったらウワーッと声を出すよう

な、そういうテーマと出会うことが

大事だと思います。

実際に、そ ういったテーマを求

めてくる学生さんもたくさんいます

よ。今、理科離れがどうのこうのっ

て言われているけれども、モチベー

ションをもっている子はたくさん

いると思うので、そういう子たちが

トーンダウンしちゃうことのないよ

うに、なんとかそのモチベーション

をキープ、もしくは増幅させて卒業

してもらいたい。

藤井 うまくいって「ウワーッ」っ

て声が出てしまう体験、いいですね。

思わず味をしめてしまいそう。

塩谷 ある研究の絶対的な価値とい

うのは評価に時間がかかるというこ

とでおいておくとしても、少なくと

も学生さんが、ただ他人の後を追い

かけていくだけじゃなくて、たとえ

同じものを扱っていても、新しい切

り口を見つけられるような、そう

いった環境をつくってあげられたら

いいなと思っています。

藤井 人工DNAを 初めとする機能

性の分子は、基礎的にも応用的にも

さまざまな切 り口が見つけられそう

で、そこがとても魅力的ですね。

塩谷 応用と基礎というのはリンク

しているものですから、どちらかが

重要などということはないと思いま

す。今回の研究も7年かかったわけ
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ですが、これは終わったんじゃなく

て、ほんとうにスター ト地点に立て

たということなんです。ここまでで

きると、あとはどんどん、いろんな

可能性が出てくるでしょう。これを

応用研究という言い方もできるのか

もしれませんが、そのような一連の

研究の中で、たとえば新しい金属の

配列ができたときに、ひょっとした

ら教科書に載るような非常に重要な

知見が隠されているという可能性も

あるわけです。

ですから、いつも基礎と応用の両

方を見ながら研究を進めていくこと

が大切だと思います。応用をやりな

がらも、その中にとてもベーシック

なものが隠されているかもしれない

ということを、頭のどこかでいつも

意識していないと、絶対に見つから

ないでしょうし、研究そのものもつ

まらなくなると思います。

1否竿撃」層Fも
」、人工

藤井 今 日お話をうかがっていて、

新鮮に思ったことがあるんです。私

がやっている生物学というのは、今

日の前にある自然現象に興味をもっ

て、その仕組みをいろんな手法を用

いて調べてい くというものなんで

す。でも、今日のお話では、まず自

分で現象をつくって、さらにその先

どうなっていくんだろうと観察する

という関わり方ですね。それがおも

しろいと思いました。

塩谷 うん。バイオの研究者の方々

は自然界に存在する現象を明らかに

しようとしている。それは天然に与

えられたものですよね。私たちはそ

こを全部 自分でデザインしてつ く

るところから始めるということです

ね。ただ、できてしまうと、後の観

察するところはぜんぶ同じなわけで

すね。

藤井 ええ、ええ、そこはまったく

同じですね。

塩谷 それは、育てた子どもが、こ

れからどうなるか楽しみだなって見

てるようなもんなんです。ただ天然

の現象っていうのは非常に高度な、

できのいい「子どもJなだけに観察

するのもむずかしい。逆にそこから

とてもおもしろいことが ドンドンで

てくる可能性がありますよね。で、

ま、僕ら程度の頭で考えてつくった

ようなものは、そこまで高度な機能

をもっていませんから (笑 )、 もち

ろん自分でつくったものですからか

わいいんですけども (笑 )、 観察す

るレベルが天然のものとは違う可能

性はあるんですが。

藤井 私 も、 自分の手でみつけた

ウィルスなんて、自分の子どものよ

うな思い入れがあります。まして、

自分で一からつくった「子ども」は

かわいいでしょうね。

塩谷 そうですね。今、ものづくり

という言葉がはやっていますが、天

然では起こっていない現象というの

があります。人工的に設定したから

初めて起こるような現象。それを見

つけたいというのがやっぱり、大き

な ドライビング・フォースですね。

それと、ものをつくる楽 しさ、つくっ

てい くプロセスが楽 しい とい うこ

とがありますね。しかも、少し抵抗

がある合成の方が楽 しいですよね。

スッといったらおもしろくない。

藤井 少し手のかかる子どもの方が

かわいいわけですね (笑)   ● l

塩谷 けれども、ものづくりという

のはとても泥臭くて、時間がかかる

し、体力もいるし。

藤井 そうですね。

塩谷 ほんとにたいへんで。学生の

中でも、やっぱり何年間もうまくい

かなくて苦労している子がいて、そ

ういう子にはほんとに申し訳ないと

いつも思ってるんですけれど、そう

いうベースが積み重なって、 7年か

かって今回の成果が出たわけです。

彼らの努力がなければこういったo
のは決してできませんでした。論文

には数名の名前 しかないのですが、

ほんとうなら、過去 7年間、この研

究に関わってきた皆さんの名前をす

べて載せなければいけないと思って

います。実は今回、OBやOGのみ

なさんにこの論文が出るという報告

をする機会があったんですが、とて

もうれしいことに「この日を待って

いました」と、自分のことのように

みんな喜んでくれたんです。

それは藤井 うわあ、いいですね。



きっと、現場でワクワクしている時

間を共有していたからでしょうか。

塩谷 そうです。それでみんな喜び

を共有してくれたので、とてもうれ

しいですね。ほんとうにあきらめな

くてよかったな、と。私は一瞬あき

らめたんですけど (笑 )。 スタッフ

や学生が「いやいや、まだやってみ

よう」と。僕が逆に元気をいただい

て、ここまで来られたんです。若い

CXの パワーだと思います。

一方で今の若い人は、就職とか進

学とか、研究室を選ぶときなんかで

も、居心地のいいところを選ぶよう

な傾向が、ま、若干 (笑)あるよう

な気がします。

藤井 そう。・・かも (笑)しれま

せんね。

塩谷 でも、企業の人の話を聞い

てみると、どんな環境でもめげずに

やっていけるようなたくましさが必

要だとおっしゃるので、これからは

り
究室の中もなるべく居心地を悪 く

して (笑 )、 その中でも生き残った

やつがやっていくと、そのくらいの

ほうがいいのかな。

藤井 いやあ、それはその (笑 )、

お手やわらかにお願いいたします。

1理学を志す人へ

藤井 ところで今回の記事は、高

校生の皆さんにも広 く読んでもら

おうと思っているんです。中にはも

ちろん、理学部に行ってみようと考

えている方もたくさんいらっしゃる

と思うんですが、彼らがふだん勉強

する教科書を見ると、なにもかもが

解明されたように書いてある。これ

では、自然科学ではもう、わからな

いことはないんじゃないかっていう

くらい。そうすると高校生にとって

は、理学部に行って何ができるんだ

ろう、自分ができるおもしろいこと

はなんだろう、ということが一番気

になるんじゃないかと思うんです。

塩谷 また難 しい質問ですね (笑)。

わかっていることはわかっている

こととして勉強することはいいと思

うんです。結局のところ、「わから

ないことは何か」ということを知る

のが大切
‐
なわけですが、それを知る

ためにはある程度勉強 しておかない

と、わからないことがわからないで

すから。それが、若いうちにする勉

強の意味なのではないでしょうか。

今はわからないけれど、わかった

らきっとすごくおもしろいんだろう

な、というこ―とを見つけられたら、

それがすごくいい研究テーマになる

はずですよ。それを見つけたときは、

とてもいいスタートを切れているこ

とになります。非常に大きなドライ

ビング・フオースを得て研究を進め

られるでしょう。

これはどちらかと言うと「ものを

見る」という観点からの話でしたが、

「ものをつくる」という観点からみ

ると、「どんなものが今つくれない

んだろうか」ということになります

ね。

藤井 ああ、なるほど。

塩谷 たとえば私たちの原点も、金

↓
ぐ
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属を並べられないというところから

来ているわけですよ。どうやったっ

て、なかなかむずかしいんです。だ

からもう、そこにはテーマはいっぱ

いあるわけです。たとえば今、金属

を直線に並べてますけど、三角に並

べようとか四角にしようとか 。・・

藤井 ハート型にしようとか。

塩谷 (笑)ま あ、そういったこと

は今はできない。できないけれど

も、考えなくちゃいけない。そこで、

10%く らいできそうなのか、そ

れとも80%く らいはできる見込み

があるのか、といったバランスを考

えながらテーマを決めていくわけで

す。あまりにも突拍子もないような

ものだと、どうやってアプローチし

ていいかもわかりませんから。たぶ

ん、 2～ 30%の可能性がありそう

だと思ったら、なんとか切り込んで

いってやってやろうということにな

るんだろうと思います。いろいろな

バックグラウンドをうまく使つて、

これだつたらなんとか上までのばれ

るかなという最初のとっかかりをな

んとか見つけて、食らいついていく。

・・・なんだか矛盾してますよね

(笑 )わからないことは、おもしろ

いかどうかわからないはずなんだけ

ど (笑 )

藤井 そういえばそうですね (笑 )

でも、わからないと思った時点で、

それはおもしろいと思っている部分

もありませんか?

塩谷 そうですね。ただ、それがほ

んとうに個人的なものであるか、一

般性の高いものであるかっていうこ

とが大事で、後者の場合はいろいろ

な実用化などの可台旨性にも自然につ

ながっていくだろうと思います。ま

た、そういうことを思いついている

人というのは、頭の中でその先の夢

はできていると思うんです。そうい

うのが非常にいい研究じゃないで

しょうか。

それにしても、わかったらおもし

ろそうだなってことを見つけるって

いうのは、なんですかね、長嶋さん

の勘みたいなものでしょうか (笑 )

藤井 嗅覚というか。

塩谷 ええ、センスみたいな、嗅覚

みたいなものですね。そういったも

のは、どうやって養われるんでしょ

うかね。研究者の中には、非常にそ

ういった嗅覚の鋭い人がいるので、

それが何に基づいているのかという

ことがわかれば、私ももうちょっと

まともなことが言えるんですけど。

藤井 いえいえ。とても参考になり

ました。

塩谷 「理学部に来たら何ができる

か」というご質問でしたが、ひょっ

としたら科学ではなくて、ほかの領

域に行ったとしても、テーマの設定

の考え方は同じようなものになるか

もしれませんね。

藤井 私は生物学をやっていて、今

日は分野がまったく違う化学のお話

をうかがってきたわけですが、何か、

どこか、似てるなあと感じたのです

が。

塩谷 いや、同じではないでしょう

か。たとえば私が明日から藤井さん

の研究室に行つて、何かやりなさ

いって言われたらやりますよ、なん

とかして。わからなければわからな

いなりにね。

藤井 私もこちらへ来たとしたら、

何かしらやってみると思います。

塩谷 それでまた違う切り口が見つ

かる可能性もありますし。だから夏D
動とか、交流とか、そういうことが

大事なんじゃないかと思います。

藤井 今日はほんとうにありがとう

ございました。



学生の方はふだん、研究室でど

んなことを考えているのだろう。

DNAの 中に銀を並べている、博

士課程 3年生の山田泰之さんにお

話をうかがった。

藤井 ほんとうにたくさんの方々

が関わってきて、苦労の末にす

ばらしい成果が出たところだと塩

谷先生にうかがいました。もちろ

んこれがゴールではないわけで

すが、正直言つて、先が見えない

時期ってありましたか? それと

も、先は見えてました ?

山田 う―ん。実は学会に行って

も、「できたらほんとうにおもし

ろいと思うけれど、そんなことは

不可能なんじゃないか」というよ

うなことはよく言われました。

藤井 あ、そうだったんですか。

山田 でも、先生方を始め、自分

たちはできると信じていました。

信じないとちょっと・・ 。(笑 )

藤井 そりゃ、前には進めません

よね (笑 )。 今後も研究をお続け

になるということですが、研究者

になろうというのは、いろいろな

意味でむずかしいことがあると思

うんです。それでも続けようと思

われたきっかけはなんですか ?

山田 そうですね。アイディアを

出すことさえできれば、いろんな

おもしろいことができる、という

ことを味わっちゃったからかもし

れません。

藤井 ははあ。やっぱり味をしめ

てしまったわけですね (笑 )。

山田 「もう一度あの喜びを味わ

えるかもしれない」と思って、つ

いつい。

藤井 苦 しみあっての喜びです

ね。苦しんでいる最中は、ほんと

につらいんですけどね。

山田 ある意味、懲りることを知

らないのかもしれません。

藤井 ところで山田さんは、何を

しているときがいちばん楽しいで

すか?考 えているときとか、手

を動かしているときとか。

山田 考えていることが、うまく

いったときですね。

藤井 (笑)そ りゃそうだ。

最後に、今、いちばんやりたいこ

と、知りたいことをお聞かせくだ

さい。

山田 生物体を構成している組

織って、とても複雑ですごい機能

を果たしていますよね。それを化

学者の手で、自分の手でつくりあ

げてみたい。化学の強みである「モ

ノをつくる」ということを追求し

ていきたいです。化学者なら、誰

に聞いても同じことを言うと思う

んですが。
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生きている科学 話

研究機関の広報と間くと、思い浮

かぶのが、「パックジャーナリズム」

という言葉だ。

欧米の研究機関は、メディアがつ

くるイメージは死活問題だという意

識を早くからもっていた。巨額の研

究費の維持のためにも大衆の支持は

欠かせない。よいイメージをつくり

だそうと、積極的にメデーィアをコン

トロールする努力を重ねてきた。広

報担当者を雇い、記者会見を開く。

研究のポイントをわかりやすくまと

め、美しいイラストや写真をつけた

資料を用意して、大量に配る。「パッ

ク」の封をあければ、そのまま記事

ができるから、「パックジャーナリ

ズム」だ。科学的には完全に正しく

なくても、一般の人がよいイメージ

を描くような「たとえ」まで、あら

かじめ用意されていることもある。

こうしたパツケージは、インター

ネットで公開し、直接、一般の人に

届けることもできる。

「パックジャーナリズム」は、軽

蔑の響きをもって使われる。「パッ

ク」には、報道機関をコントロール

する目的が大なリガヽなりこめられた

朝日新聞科学医療部

瀬川 茂子

ものなので、「パック」の先が、報

道の仕事になる。「パック」の価値

を見極め、パックの裏にひそむ事実

を調べ、パックとはならない話を取

材していくことが大切になる。

科学ジャーナリストは、パックを

卒業しなければならない…。数年前

に、英米で科学ジャーナリズムにつ

いて取材してまわったときに、こん

な話をさんざん間かされた。

おっしゃる通り 1と 思ったけれ

ど、日本では、そんなにすごいパッ

クを見たことがあまりなかった。

内心、日本の研究機関もがんばっ

て、中身の充実したパックを作った

ほうがいいかもしれないと思ってい

た。研究者はしばしば、「マスコミ

は不正確な情報を流す」「研究の内

容を理解していない」と不満の声を

あげていたからだ。そうした問題は、

研究者が質の高い「パック」をつくっ

て、たくさん出回らせれば、少し解

決の方向に向かうのではないか、な

どと考えた。

記者会見にしても、発表側にとっ

ては同じことを何度も繰 り返すよ

り、時間が節約できるというメリッ

卜がある。科学の言葉を日常的な言

葉に置き換える「翻訳」部分につい

て、相互理解が進む。浮いた1時間は、

それぞれの記者が、目的をもって、

個別の取材に使い、パックを超える

内容を探り出せると考えることもで

きる。

最近になって、日本の研究機関

も広報に力を入れるようになってき

た。むずかしい技術的な部分を、や

さしく説明して、要約したプレス1)
リースを出す例も増えている。有名

誌に論文を発表するときには、記者

会見を設定して、情報を出す機関も

多い。省庁や大学の記者クラブでも

しょっちゅう会見がなされている。

広報する側には、科学記事の書き

方は、「大発見」もしくは「危険」「疑

惑」を強調するもののどちらかに二

極化しているという前提があるよう

に思う。だからできるだけ、素晴ら

しいことを強調して、都合が悪い部
・
分は発表しない、ということになるo

確かに、一般向けメディアでは、

会社間、あるいは記者間の競争が激

しく、インパクトが強いもの、 1つ

の見方を強く押し出した記事になり

がちで、科学的で、複雑な議論を展

開するものは掲載されにくい面があ

る。

一般紙の場合は、科学記事だって、

政治や社会の記事と同じ土俵でス

ペースを奪い合う競争をしている。

新聞は「ダーウインの法則」で製作

される。インパクトのある記事、人



の関心を集める記事が大きなスペー

スを勝ち取ることになっている。大

きな見出しがつくわかりやすい記事

がくると、むずかしくてわかりにく

い話は消えてしまう。一社独占で、

ほかのメディアで報道されない「特

ダネ」も優先される。

いったん、何かの話題が「流行」

すると、関連の記事は掲載されやす

くなる傾向もある。

● そうした科学報道のために、大勢

の人が描く、科学のイメージがつく

りだされてきたことも否定できな

い。米国のベテラン科学記者はこう

言っていた。

1960年 代、科学は「尊敬」の

対象で、宇宙へ飛び出していく人類

のニュースは世界中で歓迎された。

70年代に入ると、公害問題を起

こした科学技術に対 し、「懐疑」的

な見方が起こる。問題は80年代に

なっても続いていたが、バイオテク

QI:「 1:ζ懸曇二[耳10「1

た。 90年代に入っても、この傾向

は続いているが、地球環境問題への

関心の高まりで懐疑的な態度も増え

た。さらにクローン羊、遺伝子組み

換え作物など、賛否が分かれること

がらが多くなって「困惑」している。

英国では、牛海綿状脳症 (BSE)

は、人のクロイツフェル ト・ヤコブ

病とは関係がないという政府の主張

が、後にひっくり返ったことで、政

府関係の科学者の言うことは信じら

れない と人々が考えるようになっ

た。 BSEの 問題が起 こる前後で、

遺伝子組み換え作物に対する拒否反

応の大きさが、変化したという。「大

丈夫」の言葉の裏に嘘があるかも

しれないと考えるようになった人々

は、簡単にオーソリティーの話を信

じなくなったのだ。

こうした時代になってくると、科

学記事の役割も変化してくる。社会

が、これまで考えてきたことのな

かった問題に、どう向き合うか、半U

断材料を提供することは一つの役割

になると思う。

純粋に科学的な成果の記事でも、

研究者が期待するような「啓蒙」で

はなく、世界ではどうなっているの

か、対立する論はあるのか、多様な

視点からの客観的な情報が期待され

るようになるだろう。情報がたくさ

ん出回れば、一方的な見方は減 り、

多くの人が抱く、科学のイメージも、

もっともっと多様なものになるに違

いない。それは、長期的に科学のフア

ンを増やすことにつながると思う。

だからこそ、研究者の方には、ど

んどんメディアにむかって、話をし

てほしい。

研究の成果を社会に還元 し、知識

を社会 と共有することで、社会は、

知識を活用することができる。メ

ディアのために時間を使うことは、

短期的に研究のマイナスに見えると

感じる方もあるかもしれないが、長

期的には健全な科学を育てることに

なる。いろいろな研究者の取材を通

じて記者も育っていく。研究予算を

獲得するために、一般の人の理解が

必要だという考え方はさておき、よ

い後継者をつくるという目的のため

にも。一般の人にとっても、次世

代の科学技術を発展させてくれる人

は、大切だ。

私も、微力ながら、「生きている」

科学の話を伝えることで、役に立ち

たいと思っている。教科書に書いて

ある知識が、どんどん書き換えられ

ているのだという事実を伝えること

は、科学に対する夢を広げる。

自分が学生だったころ所属してい

た場所のすぐ近くで、こんなに面白

い研究がなされていたのかと、取材

におじゃまして驚く。若い頃、知っ

ていたら、人生が変わっていたかし

ら?と 思 うこともある。未知の世

界はまだまだあって、研究すべき対

象はますます広がっているという話

を聞くと、わくわくするし、たくさ

んの人に伝えたいと思う。

筆者紹介

瀬川 茂子
理学部地学科地理教室卒。MIT科

学ジャーナリズムフェローシップに

1年留学。現在、朝日新聞科学医療

部記者。
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同で開催された、

量分析学会 2002

●

年度同位体比部会

長尾敬介 *・ 角野浩史 (地殻化学実験施設、*同位体比部会長)

昨年の田申耕一氏のノーベル賞受賞

で、質量分析という言葉が一般に知ら

れるようになつた。日本質量分析学会

の会員である田中氏の受賞対象になっ

た論文は、この学会誌と学会が主催し

た日中合同シンポジウムに発表された

ものである。この日本質量分析学会の

研究活動を支える部会の一つである同

位体比部会は、「同位体比の精密測定に

関する研究会」として 1965年から

続いている。主要な目的は、互いの情

報を交換して元素の同位体比を精密に

Illl定する技術水準をハー ド・ソフト両

面で向上させ、同位体比測定に関わる

分野のレベルアップを目指すことであ

る。最近の話題は同位体測定法、同位

体比変動の基礎過程、同位体地球惑星

科学、環境問題など多岐にわたってい

る。 100名程度の参加者が 2泊 3日

泊まり込みでおこなうこの部会は、そ

の半数近くを学生がしめており、広い

年齢層の交流の場として毎年の参加を

楽しみにしている人が多い。

昨年は、部会始まって以来初めて海

外で、日韓合同の「2002」apaniKorea

」oint Ⅳleeting of lsotope.Ratioヽ 4ass

Spectrometry,The l√ ass Spectrolnetry

Society of Japan」 として、韓国済州島

西帰浦KALホテルを会場に、 11月

20日 (水)から22日 (金)ま で開

催した。参加者は、日本側 52名 (一

般 37名、学生 15‐ 名)および同伴家

族 7名、韓国側 12名 と盛況であった。

韓国側参加者の中には、韓国地球科学

鉱物資源研究所で研究を続けられてい

る東京大学名誉教授・増田彰正先生や

日本で学位を取られた研究‐者もあり、

日本側参加者の中には、現在日本に滞

在している韓国やスロベニア出身者、

ブラジルの大学から参加した日本人研

究者もいるなど多彩であった。

研究発表は、一人当たり30分間

の口頭発表 16件 (う ち学生 3名)と

27件のポスター発表 (う ち学生 12

名)があり、全て英語でおこなった。

ポスター発表は二日に分けて、一人 2

分間の口頭発表と2時間のコアタイ

ムを設定して十分な議論の時間を確保

した。特別講演として東京工業大学・

平田岳史氏に、「Inductively Coupled

Plasma― Mass SpectrOmetry(ICP MSl」

という題名で、最近各方面で注目され

ている誘導結合プラズマ質量分析の基

礎から未来像を含めた最先端の応用例

を話していただいた。時間に縛られず

夜中まで続いた自由な討論や西帰浦市

街のレストランでの焼き肉パーティー

など、和気あいあいの雰囲気に、次の



合同会議を是非ソウル大学で開催 した

いとの提案も韓国側参加者から出され

た。同位体比部会の実体を全 く知らな

かった韓国側研究者に、部会の有用性

を認識 してもらったという意味でも有

意義な合同会議であった。

済州島は「東洋のハワイ」 とも呼ば

れる韓国最南端に浮かぶ火山島で、中

央に韓国最高峰の漢撃山 (1950m)が

そびえている。世界最長を誇る溶岩洞

窟である万丈窟 (マ ンジャングル )に

代表される様な、溶岩が作った興味深

い地形に富み、更に成因論的にも謎が

多い火山学上重要な島である。会議翌

日には 30名 の参加者で島内西部の巡

検を行い、済州島の地質と風景を楽 し

んだ。

この 日韓合 同会議 は、東京 大学

地質学教室 に留学生 として在籍 し、

1992年 博士の学位を取得された韓

国海洋研究所の李鐘益 (Lee」 ong lkl氏

が、共同研究のため来日されていた一

昨年秋に計画 したものである。今回の

合同会議の成功は、ホテルとの交渉や

巡検の手配など全ての面にわたる氏の

協力に依るところが大である。また、

済州国立大学のヂ正守 lYoun」eung Su)

教授には、心温まるサポー トをしてい

ただいた。会議には参加されなかった

が、多くの旧知の韓国側研究者の支援

があったことも記して感謝する。

同位体比部会のプログラムや写真

及 び会議のアブス トラク トな どは、

質量 分 析 学 会 ホー ムペ ー ジ httpノ /

―
・mSttjp/indexJp・htmlに 職 して

いる。

会場のKALホテル

γ

口頭発表
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1月 16日に理学部 1号館前で」ヽ柴先生のノー

～
孵 賞受賞記念植樹がとり行われまし

た。小柴先生が植えているのは「楷の木」と呼ばれる落葉広葉樹で、孔子廟に植えられた

ことにちなみ「学問の木Jとも呼ばれます。成長するとその樹高は15～ 25mに達し、秋

には美しく紅葉します。




